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　2013 ―14年度国際ロータリー会長　ロン D. バートン

ロータリーを実践し みんなに豊かな人生を

　今日のロータリー・クラ
ブの例会風景は、一見し
て、50 年前の例会とは大
分様子が違っています。ま
た、34,000 あるクラブす
べてを訪れれば、さまざま
な経歴を持つ人々が、世界

のありとあらゆる言語を話し、地元レベルから
国際レベルまで、実に多様な奉仕プロジェクト
を行っている姿を目にするでしょう。週末に近
所の公園にある遊具を修理しているクラブや、
ほかのクラブと協力して何千キロも離れた学校
の衛生設備を整えているクラブなど、大小さま
ざまな方法で、この世界をより良くするために
ロータリアンは活動しています。
　今日、ロータリーで目にすることの多くは、
昔とは違います。しかし、ロータリーの土台は
変わっていません。私たちの土台は、これまで
と同じように、ロータリーの中核的価値観、す
なわち、奉仕、親睦、多様性、高潔性、リーダー
シップです。これらの価値観こそが、ロータリ
アンとして私たちを定義づけるものです。私た
ちは、これらの価値観に従って生き、地域社会
にこれらの価値観を広めようと努力しています。
　私たちは、推薦され、その推薦を受諾するこ
とを選択してロータリーに入会しました。そし
て、入会した後にも、日々、選択を行っていま
す。それは、ロータリー・クラブの単なる一会
員でいるか、真のロータリアンとなるか、の選
択です。
　ロータリアンであるということは、週に 1
度例会に出席するよりも、ずっと大きな責任で
す。それは、独特な方法で、世界を見ること、
そして、その世界における自分の役割を見るこ

とです。地域社会の問題を自分自身の責任とし
て受け止め、それに基づいて行動し、イニシア
チブを発揮し、最善の努力をすること、簡単な
道ではなく、正しい道を歩むことを意味します。
　私たちは皆、世界をより良くする活動に自ら
参加するために、ロータリーに入会しました。
人生におけるあらゆる物事と同じように、ロー
タリーの奉仕では、努力すればするほど、多く
を得ることができます。形だけの努力だけなら、
大した成果は上がりませんし、本当の満足感は
得られないでしょう。しかし、ロータリーを真
に実践し、ロータリーの奉仕と価値観を日々活
かす決意をすれば、自分がいかに素晴らしい
影響をもたらすことができるかが見えてくるで
しょう。そうして初めて、人々の人生を真に豊
かにしようというインスピレーション、やる気、
パワーが沸くのです。そして何よりも、あなた
自身の人生が一番豊かになるはずです。
　2013 － 14 年度のロータリーのテーマ、そし
て私から皆さんへのチャレンジは、「ロータリー
を実践し　みんなに豊かな人生を」です。
　皆さんは、ロータリーの襟ピンを身につける
ことを選択しました。これからどうするかは、
皆さん次第です。

2013 － 14 年度 RI 会長

ロン D. バートン
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ガバナーあいさつ

　米国サンディエゴでの 2013 年度国際協議会では 200 カ国以上の国から 537 地区の同期ガバナー
エレクト及び配偶者が集い多くの親交を深め生涯忘れることのない友情を培う経験となりました。
　ロン・Ｄ・バートンＲＩ会長エレクトによる 2013 － 14 年度テーマ講演は、「26 年前に、私がガバ
ナーエレクトとして出席した、この国際協議会においてポリオ撲滅というプロジェクトが始まり、そ
して今、この仕事を終わらせようとしているガバナーエレクトの皆様の前に立っています」と述べら
れ、ポリオ撲滅がかってない程実現に近づき、未来の夢の開始とともに新たな章の第 1 ページを刻
もうとしている、という印象的なスピーチで始まりました。
　新入会員候補に入会をお願いすることは全ロータリアンの責任であると強調し、さらに会員増強の
活動は新会員を入会させたときに終わるのではなく、「入会した会員がロータリーに積極的に参加し、
ロータリーによって意欲を高め、ロータリーの奉仕の力で人々の生活を豊かにできるようになって初
めて仕事が終わったことになるのです。」と述べられました。
　又、会員増強について、新世代奉仕、女性会員、若い会員の増強のため、クラブの伝統的な規則を
少し柔軟にし、時代の変化にマッチさせるなど、新会員がロータリーに積極的に参加し、奉仕の力で
人々の人生を豊かに出来るようになるとの重要性に触れました。
　そして、2013－ 14 年度のテーマ「ロータリーを実践し、みんなに豊かな人生を」が発表されました。
　「私たちは、世界をより良くする活動に自ら参加するために、ロータリーに入会しました。ロータリー
の奉仕では、努力すれば努力するほど、多くを得ることが出来ます。形だけの努力なら、たいした成
果は得られませんし、本当の満足感は得られないでしょう。しかし、真に実践し、ロータリーの奉仕
と価値観を日々に生かす決意をすれば、自分がいかに素晴らしい影響をもたらすことが見えてくるで
しょう。」この言葉を肝に銘じて奉仕への決意を新たにした次第です。
　私は、この言葉を受けて 2013 － 14 年度地区活動方針を「奉仕の心を行動に移そう」としました。
各クラブで奉仕プロジェクトを積極的に進め、地域で認められるロータリーとして、ロータリーのブ
ランドイメージを高めてゆきたいと思います。国際協議会本会議でもたびたび取り上げられたポリオ
撲滅への支援、ＲＩ戦略計画の理解と実施の継続、会員増強、新世代奉仕部門にも特に力を入れてゆ
きたいと考えております。
　「ロータリーを実践しみんなに豊かな人生を」もたらせるよう、皆様と一年間活動に励み、ロータリー
をより深く理解し、素晴らしい奉仕の一年間にしたいと思います。皆様のご協力、ご支援、宜しくお
願い申し上げます。

2013―14 年度ガバナー

　渡邊　和良（浦和北RC）
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第１グループ　ガバナー補佐　佐藤　美好
（浦和中 RC）

抱　　負
　第１グループガバナー補佐の佐藤美好でございます。１年間よろしくお願いいたします。
奉仕の心を行動に移そう（Service begins with you）の活動方針と倫理、友情、寛容の精
神を大切にして、渡邊ガバナーからの個別要請である合同例会の実施、増強目標の達成、奉
仕プロジェクトの推進、新会員への教育、クラブホームページの見直し等を各クラブに伝達
して参ります。会長幹事会では、十分に話し合い、これらの目標達成や情報伝達、クラブ間
の円滑な交流ができるように最大限の努力をすること、ＩＭは、第１グループ・第２グルー
プ合同での開催とし、実行委員会の方々からさまざまなアイデアを出していただき皆さんか
ら満足していただける企画にまとめていきたいと考えております。

　 「人に何かをして欲しいと望むなら、人がそれを察して行動するのを待つよりも、自らお
願いすることが大切。自分はキワニスクラブに入ると思っていたが、キワニスでなくロータ
リー・クラブに入ったのはロータリーの熱心な誘いがあったからです」のＲＩ会長スピーチ
に大いに勇気づけられ、その姿勢で頑張ってみようと思います。

ガバナー補佐あいさつ

　
第２グループ　ガバナー補佐　小山　一宏

（さいたま中央 RC）
いよいよ出航です
　今まさに船旅に出ようとしている人は、甲板に出ている大勢の人々や港に見送りにきてい
る人々に目をやり、深呼吸しながら、これから始まる航海に思いを馳せることでしょう。
　13―14 年度が始まろうとしている今、出航の準備をしてきてはいるもののこれからの船
旅を思い、緊張している気持を深呼吸しながら整えようとしているというのが現在の私の心
境です。
　第２グループ・ガバナー補佐として、これからの１年間、所属各クラブとガバナーとの橋
渡しをするのが、私に与えられた最大の任務と考えております。その為には、ガバナーとの
連絡を密に行い、クラブ運営に対するガバナーの意向を十分に理解し、それらを各クラブに
伝えると共に、各クラブの実情をガバナーに報告する必要があります。
　各クラブの実情を知るには、各クラブとの十分なる接触も必要となります。第２グループ
の会長幹事会やクラブ訪問を繰り返しながらお互いの理解を深めたいと考えております。こ
れからの１年間よろしくお願い致します。
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第３グループ　ガバナー補佐　濱野　英美
（大宮シティ RC）

　RI 第 2770 地区第３グループガバナー補佐に任命されました大宮シティ RC の濱野英美
です。さて、2013～2014 年度 RI 会長　ロン　Ｄ　バートン氏は「ロータリーを実践しみ
んなに豊かな人生を」を RI テーマとし、渡邊和良ガバナーは「奉仕の心を行動に移そう」
を地区活動方針としております。
　どちらも奉仕の実践をテーマに掲げております。RI 会長、地区ガバナーの方針、目標を
踏まえて第３グループ内６クラブがなお一層効果的なクラブ、元気なクラブとなるようにご
支援、お手伝いが出来ればと考えております。各クラブの会長、幹事を始め会員の皆さまの
ご協力、ご指導の程、宜しくお願い致します。

第４グループ　ガバナー補佐　木本　栄一
　（大宮西 RC）

　今年度第４グループガバナー補佐を務める事になりました。これから１年間、グループの
会長・幹事さんはもとより会員皆様のご協力を得て、楽しく活力のあるロータリー活動を推
進してまいります。
　さて、2013～2014 年度ロンＤ．バートン会長が掲げた今年度の RI テーマは“Engage 
Rotary, Change Lives”『ロータリーを実践しみんなに豊かな人生を』です。渡邊良和ガ
バナーの地区活動方針は“Service begins with you”「奉仕の心を行動に移そう」です。
　ガバナー補佐の主な役割は、第４グループの各クラブが効果的に運営されるよう支援する
ことによって、ガバナーを補佐することです。
効果的なクラブとは
１．会員基盤を維持・拡大する。
２．地元地域ならびに他の国々の地域社会において奉仕プロジェクトを実施し、成果をもた

らす。
３．資金面およびプログラムへの参加を通じてロータリー財団を支援する。
４．クラブレベルを超えてロータリーにおいて奉仕できる指導者を育成する。
　私は今年度、ガバナーのアシスタントとして、渡邊和良ガバナーの方針を第４グループ各
クラブの会長・幹事さんを始め会員の皆様にお伝えし、また皆様のご意見をガバナーにお伝
えするなど、第４グループの各クラブをサポートしてまいります。皆様のご協力をよろしく
お願い申し上げます。
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第５グループ　ガバナー補佐　星野　一雄

（上尾西 RC）

　渡邊ガバナーの補佐として充分にその役割を全うできるかどうか。いささか、不安もあり
ますが、１年間精一杯努力をする覚悟です。グループ内の融和を図り各クラブ会員同士の絆
が一層強まれば、と思い重点目標にいたします。会員基盤の充実は大切なことと思いますの
で、会員増強にも取り組み更に会員意識の向上に寄与できればと考えております。

　
第６グループ　ガバナー補佐　栗原　偉憲

（杉戸中央 RC）

　第６グループガバナー補佐を仰せつかりました杉戸中央ロータリークラブより出向させて
いただきます栗原と申します。
　RI テーマ及び地区活動方針に沿ってグループ内の連絡調整及び親睦。
　そして何よりも各クラブ増強目標が達成できること。
　そのために基本は奉仕であることを根底に各クラブの奉仕 PJ の充実など、微力ですが支
援させて頂く所存です。
　どうぞ宜しくお願いします。
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第７グループ　ガバナー補佐　多田　和男

（久喜菖蒲 RC）

　第７グループは埼玉県東部に位置しており、のどかな田園風景が残る地域の５つクラブよ
り成り立っております。共通しております事柄は、出席率の低下と増強の問題であります。
数値目標の出席率 90％、グループ目標純増 21 名を目指して各クラブの協力を頂きながら
挑戦致したく存じます。
　また、ガバナー補佐の役割と致しましては、ガバナー方針また地区の方針をグループ内ク
ラブが採択し、効果的に運営されるようなお手伝いをする事が仕事でありますが、特に、地
区とクラブ間の温度差の解消に留意し、特に地区活動方針、地区目標、数値目標を、グルー
プ内クラブにご理解頂くことが、重要な責務と考えております。

　
第８グループ　ガバナー補佐　小暮　進勇

（越谷東 RC）

　渡邊和良ガバナーの地区活動方針「奉仕の心を行動に移そう」は地域で良いことをしてロー
タリークラブのブランドイメージを高めるべく各クラブで奉仕プロジェクトを増やすことを
提唱しています。そして、地区運営方針「基本を大切に」ではロータリーは会員間のあたた
かい友情が基本である。また、寛容な精神を大切にする団体であるとも言われています。そ
れらの方針の啓蒙に努めガバナー補佐として担当する各クラブが効果的に運営されるよう側
面から支援していきたいと思います。また、今年度は皆様と様々な機会を捉えロータリーの
基本である会員間の友情を一層深めながら役職に取り組んでいきたいと考えております。１
年間、宜しくお願い致します。
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第 9グループ　ガバナー補佐　川井　大輔

（草加松原 RC）
ご挨拶
　第 9 グループ草加、八潮 6 クラブのロータリアンの皆様、１年間宜しくお願い申し上げ
ます。
　さて、2013 ～ 14 年度ロンＤ・バートンＲＩ会長は、ＲＩのテーマとして「ロータリー
を実践しみんなに豊かな人生を」と掲げました。真のロータリアンは、地域社会の問題を自
分自身の責任として受け止め、それに基づいて行動し、イニシアチブを発揮し、最善の努力
をすること、それがあなた自身の人生が一番豊かになるはずです、と述べております。
　また渡邊和良ガバナーは、地区方針として「奉仕の心を行動に移そう」と発表されました。
各クラブで奉仕プロジェクトを増やし、地域で良いことをし、ロータリーのブランドイメー
ジを高めてゆきましょうと述べております。地区運営方針として「基本を大切に」と提言し
ております。そしてロータリー創立の原点に返り、創立の目的、論理性を大事にするロータ
リーの本質、友情と寛容の精神を大切にするロータリーとは、と問いかけております。
　私は、ロータリーは何よりも楽しくなければと思います。そのためには、ロータリーを十
分に理解し知ることが大切です。そして行動し実践することが、ロータリーの原点でありま
す。
　各クラブが効果的なロータリークラブとして充実した活動を通し、何よりも会員の皆様が
ロータリアンとして満足でき楽しい１年になりますようご祈念申し上げます。

　
第 10グループ　ガバナー補佐　木幡　　毅

（三郷 RC）
ロータリアンはアイサーブと寛容が大切
　2013～2014 年度 第 10 グループガバナー補佐に任命いただきましたので、今後担当５
クラブが、効果的に運営されますように、渡邊和良ガバナーを補佐して行きたいと考えてお
りますので、皆様のご支援ご協力を何とぞ宜しくお願い致します。
　渡邊ガバナーは大変わかり易く、「各クラブで奉仕プロジェクトを増やし、地域で良いこ
とをし、ロータリーのブラインドイメージを高めてゆきましょう。」と地区目標と数値目標
をかかげました。特に ①会員増強 ②出席率 90％以上 ③財団寄付１人当たり年次寄付 200
ドル以上、ポリオプラス 50 ドル以上、クラブ当たりベネファクター１名以上 ④米山寄付
額１人当たり 20,000 円以上　等は、ロータリアンの基本としてこれらの数値目標は達成さ
れますよう、ロータリアンの皆様にご理解とご協力をお願い致します。そして、楽しいロー
タリーライフを祈念いたします。
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第 11グループ　ガバナー補佐　山口　宣道

（川口モーニング RC）

　私は 34 才で脱サラし僧侶となりました。従って初代住職になります。本山修行の後、現
代社会に於いてどのようなお寺が求められているかを知る為に全国を行脚しました。
　その結果心のカウンセラーとしての僧侶が求められている事に気づきました。古来お寺は
地域の中心にあり心の奉仕をすることが生業でした。よって経営とは「お経を営む」と云う
意味となります。
　地域に奉仕をすることを目的にロータリークラブに入会しました。今は地域社会の希薄と
家庭の崩壊が１番の問題点と思います。
　ロンＤバートン RI 会長は「地域社会の問題を自分自身の責任と受け止め奉仕を実践する
ことにより人々の人生を豊かにすることにより自身の人生を豊かにしよう」と訴えておられ
ます。そして渡邊和良ガバナーは「奉仕の心を行動に移し、各クラブで奉仕プロジェクトを
増やし地域で良いことをしよう」と方針を述べられておられます。まさに私の職業奉仕は「心
施・身施」という心の奉仕、身の奉仕であります。又私たちの世界では「行学２道を励め」
との教えがあります。これは修行と学問の２つを実践せよと云う事です。
　浅学菲才で知識も経験も希薄ではありますが、渡邊和良ガバナーを補佐できるよう行学２
道に励み切磋琢磨・粒々辛苦努力して参りますので皆様のご指導とご協力のほど宜しくお願
い申し上げます。

　
第 12グループ　ガバナー補佐　谷口　　顕

（川口北 RC）

　この度、第 12 グループのガバナー補佐を務めさせていただく事になりました。拝命され
て以来、会議を重ねるごとにこの役割の重大な責務を痛感し、自らの非力に改めて不安を感
じております。しかし、この機会を良きチャンスと、大切に責務に努めて参ります。
　『世界で良いことをしよう』との合言葉のもと親睦と奉仕の絆で私達ロータリアンは世界
中で繋がっています。親睦を深めつつ、地区活動方針である『奉仕の心を行動に移そう』を
実践し、かつ奉仕活動の中核をなすロータリー財団の理解を深め成果を上げたいと思ってい
ます。しかし、何にもまして皆々様のご協力とご指導が１番の力です。何卒よろしくお願い
申し上げます。
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曜日 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

金 1

土 2

日 1 3 文化の日 1 財団地域セミナー

月 1 ガバナー・元・
次期Ｇ懇談会 2 4 振替休日 2 第２回ガバナー会

火 2 3 岩槻東 
ＧＥＴＳ 1 幸手中央 5 越谷 3 ロータリー研究会

水 3 4 越谷北 
ＧＥＴＳ 2 八潮イブニング 6 4 ロータリー研究会

木 4
第１回諮問委員会

1
栗橋

5
さいたま中央 
地区研修リーダー
セミナー

3
越谷東

7 5
越谷南

金 5 2 6 4 8 6 合同会議

土 6 3 米山記念奨学部門
セミナー 7 5 9 地区大会 7

日 7 4 8 6 10 地区大会 8

月 8 5 大宮西 9 7 地区大会記念ゴルフ
大会 11 9

火 9 6 大宮南 
大宮中央 10 浦和北東 8 越谷中 12 鴻巣 

　　　 10

水 10 7 幸手 11 蓮田 
岩槻中央 9 浦和ダイヤモンド 13 川口・鳩ヶ谷武南 11

木 11 川口 8 12 久喜菖蒲 10 第２回諮問委員会 14 12

金 12 事務局研修会 9 第４回Ｇ補佐部門
委員長 13 浦和 11 第５回Ｇ補佐会議 15 13 第３回諮問委員会

土 13 新世代部門セミナー 10 管理運営部門
セミナー 14 12 16 14

日 14 11 15 13 17 15

月 15 海の日 12 16 敬老の日 14 体育の日 18 16

火 16 浦和西 
さいたま欅 13 17 川口西 15 松伏 19 蕨 17

水 17 三郷ウエンズデー 14 18 川口南 16 春日部南／春日部Ｅ 20 吉川 18 浦和北

木 18 浦和東 
浦和中 15 19 草加南／草加中央

／草加松原 17 岩槻 21 19

金 19 16 20 上尾北 18 22 3750地区大会 20

土 20 奉仕プロジェクト
セミナー 17 21 19 日韓親善会議 23 3750地区大会

勤労感謝の日 21

日 21 18 22 20 日韓親善会議 24 22

月 22 戸田 
川口中央 19 さいたま新都心 23 秋分の日 21 25 23 天皇誕生日

火 23 春日部 
　　　 20 川口シティ鳩ヶ谷 24 川口東 22 大宮北 26 川口北東 24

水 24 川口北 21 川口むさし野 25 大宮東 23 鴻巣水曜 27 庄和 25

木 25 鳩ヶ谷 
八潮みらい 22 杉戸中央／杉戸 26 戸田西 

戸田イブニング 24 大宮南東 28 上尾 
桶川イブニング 26

金 26 23 三郷 27 25 29 2570地区大会 27

土 27 Ｒ財団部門セミナー 24 川口モーニング 28 26 30 28

日 28 25 29 27 29

月 29 浦和南 26 30 28 30

火 30 大宮北東 27 三郷中央 29 八潮 31

水 31 桶川 28 上尾西 30 大宮 
大宮シティ

木 29 春日部西 31 北本

金 30

土 31 広報部門セミナー

　　　６月１５日（土）会員増強維持部門セミナー

2013年　公式訪問日程表


